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歯科技工士国家試験対策
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1．歯の構造

　ヒトの歯はエナメル質，象牙質，セメント質といったリン酸カルシウム
を主成分とする硬組織からなる．内部には歯髄がある．歯は，歯槽骨の中
に歯根膜を介して植立し，周囲を歯肉に囲まれている．

2．歯の生物学的特性

1）硬　さ
　歯は動物の諸器官のうちで最も硬く，エナメル質はモース硬度計で6～
7°で，水晶に相当する硬さをもつ．象牙質はモース硬度計で5～6°で，長
石に相当する硬さをもつ．セメント質はモース硬度計で4～5°で，骨より
もやや硬い．

2）形　態
　歯の原形は，単純扁平な三角錐または円錐形であり，このような歯の形
態は 単錐歯（haplodont）という．また，歯の存在部位が異なっても，ど
の歯も似た形をしているものを同形歯性という．一方，哺乳類では，切歯
は食物を捕える働き，犬歯は食物をかみ切る働き，小臼歯は食物をかみ砕
く働き，大臼歯は食物を磨りつぶす働きをするため，これらの機能を反映
して歯に多様な結節や隆線が現れ，歯の形が部位によって異なる．これを
異形歯性という．

3）生　歯
　歯が発生して生えてくることを生歯という．最初のものが第一生歯であ
り，次いで第二生歯，第三生歯などとよぶ．

（1）多生歯性
　生涯に幾度も生え代わるものをいう．魚類，両生類，爬虫類にみられ
る．

（2）二生歯性
　一度だけ生え代わるものをいう．ヒトの代生歯は二生歯性である．

	 A	 定　義

歯髄は軟組織からで
きている．
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第 章

　 知識の整理と重要事項

1 	歯の概説
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一 問 一 答

問 1 ヒトの歯を構成する硬組織は 答 1 エナメル質，セメント質，象牙質

問 2 答1のうち歯周組織を構成しているのは 答 2 セメント質

解説 セメント質，歯根膜，歯槽骨，歯
肉を総称して歯周組織という．

問 3 答1のうち最も硬い組織は 答 3 エナメル質

問 4 歯髄腔を取り巻き，歯の構成組織の主体をなす硬組
織は

答 4 象牙質

問 5 歯根の象牙質の表面を包む薄い硬組織は 答 5 セメント質

問 6 単純扁平な三角錐または円錐の歯で，歯の原形とさ
れる形態は

答 6 単錐歯

問 7 同形歯とは 答 7 歯の存在部位が異なっても，どの
歯もお互いに似た形をしており，
歯種の区別がないこと

問 8 異形歯とは 答 8 機能を反映して歯に多様な結節や
隆線が現れ，歯の形が顎の部位に
よって異なること

問 9 生歯とは 答 9 同一部位に歯が発生して生えてく
ること

問 10 第一生歯とは 答 10 最初に発生して生えてくる歯

問 11 多生歯性とは 答 11 生涯に何度も歯が生え代わること

問 12 代生歯とは 答 12 乳歯が脱落した部位に萌出する歯

問 13 二生歯性とは 答 13 乳歯が脱落した後に代生歯が一度
だけ生え代わること

問 14 一生歯性とは 答 14 歯が一度生えると再度生え代わる
ことのないこと

	 A	 定　義



　頭蓋は15種23個の骨で構成されている（図7—1，2，表7—1）．
　口腔の骨は主に上顎骨，下顎骨，口蓋骨で，舌骨，蝶形骨，側頭骨のそ
れぞれ一部も関係している．
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第� 章

　 知識の整理と重要事項

7 頭蓋の骨
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図7—1　頭蓋
（前面，右側面は全国歯科衛生士教育協議会監修：最新歯科衛生士教本　歯・口腔の構造と機能　口腔解剖学・口
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一 問 一 答

問 1 頭蓋を構成する骨は何種類，何個か 答 1 15種23個

問 2 顔面頭蓋を構成する骨は何種類，何個か 答 2 5種8個

問 3 顔面頭蓋のうち無対の骨は 答 3 下顎骨，舌骨

問 4 硬口蓋を構成する骨は 答 4 上顎骨，口蓋骨

問 5 上顎結節にある孔は 答 5 歯槽孔

問 6 上顎骨にある突起は 答 6 前頭突起，頰骨突起，歯槽突起，
口蓋突起

問 7 上顎骨にある副鼻腔は 答 7 上顎洞

問 8 下図のA~Dの名称は 答 8 	A	：歯槽
	B	：切歯縫合
	C	：正中口蓋縫合
	D	：横口蓋縫合

問 9 下顎骨の外側にある孔は 答 9 オトガイ孔

問 10 下顎骨の内側にある孔は 答 10 下顎孔

問 11 下顎骨にある突起は 答 11 筋突起，関節突起

問 12 下顎枝にある孔は 答 12 下顎孔

問 13 下顎体にある孔は 答 13 オトガイ孔

問 14 頭蓋骨の両外側面中央にある骨は 答 14 側頭骨

問 15 側頭骨鱗部の上縁と頭頂骨の連結部の縫合は 答 15 鱗状縫合

	 A	 頭蓋骨
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 チェック項目リスト（五十音順索引）


